

















































































































































































































































































































































































































































































































































と説かれている。さらに、 「聖発勝志楽経』や、 『決定神変三昧経』や、 「月燈
三昧経』や、 「宝雲経」にもそれが述べられている。師も、
そのようならば、これはその経典において、悪趣に行くことが中断さ
れ、生じないであろう。
と言い、また、
彼は悪趣に生じないし、百度生じたとしてもひどい苦しみを受けること
なく、すぐに解脱し、そこに住していても他者を異熟させる。
注偲
と『律儀二十細疏」にお説きになられている。
律儀を正しく受けるそのことに、他の功徳もある。すなわち聖チヤンドラゴー
注49
ミンが［『菩薩律儀二十論』に]、
その時それを喜ぶので、仏子をともなう者たちは喜びの心によりいつで
も可愛い子供のように導くであろう。
注鋤
とお説きになられており、 また規範師シャーンテイデーヴァも［『入菩薩行論』
に]、
今日、仏の種姓に生まれ、仏の子に自身がなっている。種姓に相応した
行為をしなければならない。過失のないこの高貴な種姓に汚点が生じない
ようになすべきである。
とお説きになられているので、律儀を受けたその菩薩は戒を守り、増やす必要
がある。
自己の身・口・意は清浄であるので、 ［菩提に］入る心の主体は律儀に
住している。 [BPP129-130]
注48Cf.BSVP,P.Ku224b4-5.
注49Bod/iis"Zuasam"α『･aUjmsα"3.Tib.D.No.4081,Hil66 2-3(P・No.5M)
detshedeladgeba'iphyir//rgyalbasrasdangbcasrnamskyis//
dgeba'ithugskyisrtagparyang//busdug'drabardgongspar'gyur//
Cf.藤田1983:260;Tatzl985:27;Sonam2000:168-169.
注50BCA,III26c-27d,Vaidyal988:44:
nirmalasyakulasyasyakalaikonabhavedyatha//
andhajsa印karakDIebhyoyatharatnamavapnuyat/
tathakathaiicidapyetadbodhicittammamoditam//
Cf.金倉:1965:32.
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と言う。
自己の身・口・意は清浄であるので、
と言うのは､次のように｢如来大悲劉に、
身体を清浄にし、口を清浄にし、意を清浄にする。
とお説きになられているので、律儀戒により身体と口の二つを清浄にし、摂善
法戒と衆生利益戒により,L､を清浄にする。またそれぞれの戒によっても身体な
どの三つを清浄にする。また、殺生などの七つが捨てられることにより、身体
と口を浄化し、貧心などの三つが捨てられることにより心を浄化する。さらに
鮎52
またこの意味を意図してから「大樹緊那羅王所問経」に、
貧・順・痴を離れているので身体が清浄となる戒と、自らの天である三
宝を欺かない特徴により口が清浄となる戒と、貧心や害心や転倒がないこ
とにより,L,が清浄となる戒と、
と説かれている。
そのようなので、戒の学ぶべきことをよく学ぶことにもなるであろうし、そ
れを修習する力によりその戒を喜び、広げ、望み、それを努力し、尊敬が大き
くなる、と思ってから言うのが、
戒の三学をよく学んでから戒の三学に対する尊敬が大きくなる。
[BPP131-132]
と言うものである。戒の三学とは、律儀戒と、摂善法戒と、衆生利益戒とである。
注郵
そのうち律儀戒は、所有することになる罪から守る別解脱の七部の律儀と、
注51Tathagatamahaたaru"a凡かdetasa"a,Tib.P.No．814,Nul20a8:
lKffiM~Paf~dagPa.dang/ngagrnampardagpadang/yidrnam
pardagpaste/
注52Drumα紅凡凡αrα'･可αparjprccl'as面〃α.Tib.P.No.824,Pu288b3-5;Chin.
T.No.624,p.356c4-7;No.625,p､376b9-12.PaulHarrison,Druma-賊凡凡α『α‐
呵a-pq"iprcc/za-smZra,｢rokyo1992.25.6-10:
bhagsPadang/zhesdangdang/glimugdangbr.lba54111s.yonggsu
dag~Pa;itshulT<hrimsdangJbdaggilhasangsr yas!amisjuba'imtshaP
nyia､kyisngagyongssujagpa'MShujkhrimsdang/brna.semsdang/
ghodgems~dghg/~logparltabamedpassemsyongssudagpa'itshul
khrimsdang/
注53Cf.BPP79-82;BBh:13 .24-27;望月2000:11.
（2ﾉ2）
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本質的な罪から守る十不善を守ることである。
そして摂善法戒は、律儀を正しく保持した後に、僅かばかりであれ身・口・
意により菩提のために善を集めることである。すなわち区別すれば、聞・恩・
修を一人で楽しんで専念することである。同じように、時々師たちに対して誠
実に述べ、礼拝し、立ち上がり、手を合わせ、尊敬をすることにより、あまね
く行い、奉仕をなし、功徳をそなえた賞賛を述べ、一切の福徳を随喜し、他者
による軽蔑に耐え、一切の善を菩提に向け、時々、種々なる正しい誓願をたて、
広大な供養の相により三宝に供養をなし、善を励み、放逸を捨て、記憶や正智
をそなえることにより学ぶべきことの基本を保持し、感覚器官の門が縛られ、
性別
食物の品を知り、夜の始めの部分と終わりの部分に眠らずに努力をし、聖なる
人に依存し、過失を知り、見てから［それを］捨て、過失を法の通り破り、そ
沈鵠
のような主張と同じ善法を保持し、広める。そのようならば、摂善法戒に住す
｜
注54声聞地1998：19-21．
注55BBh:139.1-140.1:
tatrakuSala-dharma-samgrahakamSilamyatkimcidbodhisattvahSila-
samvara-samadanadnrdhvammaha-bodhayakuSalamacinotik ena
vaca/SarvamtatsamasatahkuS la-dharma-samgrahakamSilamity
ucyate/tatpunahkatamat/ihabodhisattvabSilamniSrityaSilampra-
ti5!hayaSruteyogamkaroticintayamSamatha-vipaSyana-bhavanayam
ckaramatayam/tathagurUnamabhivadana-vandhana-pratyutthanamjali-
karmaPahkalenakalamkartabhavati/tathakalenakalamteSameva
gurUPamgauravepopasthanasyakartabhavatyglananamsatkrtyakaruPy-
enaglanopasthanasyakartabhavati/tathasubhaSitesadhu-karasyadata
bhavati/gunavatampudgalanambhUlasyavarPasyahartabhavati/tatha
sarva-sattvanamdaSasudik5usarva-puPyasyaSayenaprasannamcittam
utpadyavacambhaSamaPahanumOditabhavati/tathasarvamvyatikra-
mampratisamkh-yayapare5amk5amitabhavati/tathas rvamkayena
vacamanasakrtamkuSalamanuttarayamsamyak-sambodhaupariPama-
yitabhavati/kalenacakalamvicitraPamsamyak-praPidhan-anamri-
ratna-pUjayaSc s rvak-arayahudarayahkartabhavati/abhiyuktaS
cabhavatyarabdhaviryahsatatasamitamkuSala-pakSe/apramada-
viharikayenavaca/sik5a-padanamsmrti-samprajanya-carikaya
arak5akah/indriyaiScagupta-dvarobhojanematra-jnabpDrva-ratrapara-
ratramjagarika-yuktahsat-puruSa-sGvikalyaPa-mitra-samniSritahatma-
skhalitanamcaparijiiatabhavati/do5a-darSica/jn tvacad"tvaprati
samhartabhavati/skhalitaScabuddha-bodhisattvanamsaha-dharmik-
anamCamtikeatyaya-deSakobhavati/
Cf・羽ⅡI野1993：12-18；藤田:1989:33-34.
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れぱ、善法の在り方がまとめられるだろう。これを望む楽しみを見ることを僅
かばかりであっても繰り返し領受しなければ、何で多くのものを見るであろう
か。すなわち、十の完全性と、四無量と、十の菩提心の主体である。
衆生利益戒は、ここにおいて衆生のためになすべきことである。すなわち病
気などの苦しみをもつ者たちに対し看護などの手助けをなすことである。盲人
たちを導く者と、耳の聞こえない者に手話で話す者と、手足のない者たちを運
ぶことと、欲望を望んでいる者たちのそれを取り除くことと、他者により低く
押さえつけられたり征服された者たちの苦しみを取り除くことと、道で疲れた
者たちに食物や飲物や衣服や宿により役立つことである。医学による病気の者
たちには、財物のない心により疲れることなく役立つ。まとめると、衆生の一
切の苦しみを取り除くことと、それを除く心が起こされ、一切の善を他者のた
オ&弱
めに向けることである。これらの意味について詳しくは「戒品」を見るべきで
ある。
そのように戒律の三種は福徳の集まりなので、その集まりを完全にすべきで
ある、 と思ってから、
それ故に清浄である完全な菩薩の律儀が縛る者たちは、努力することに
より完全な菩提の集まりが完成するであろう。 [BPP133-136]
というのがこれである。それ故に完全な菩提を得ようと望み、その原因である
福徳を望めば、菩薩の律儀を励み、努力することにより、福徳の集まりが完全
注56BBh,p.145.3-19:
punarbodhisattvahsahayibhavamgaCchanvyahitamSattvamparicarati/
andhampraPayatiPanthanamvyapadiSati/badhjramhasta-samyacikaya
'rthamgrahajati~s mji a-nimitta-vyapadeSena/vyamgamcchirasava
yanenavavahati／kama-cchanda-paryvasthana-duhkhitanamsattvanam
kama-cchanda-paryavasthana-duikhamprativinodayati/Vyapadastyana-
middhauddhatya-kaukrtya-vicikitsa-paryavasthana-duhkhitanamtty-
amjyam""aVaStHahamPratiVidoddyali/kama-Vitarka-p"ava5th-
anelia~duhkhitahamsattvanamkama-vitarkamparivinodayati/yatha
kama-vitarkam/evamvyapada-vjhimsa-jnati-janapadamara-vitarkaavam‐
anyana-pratisamyuktahkulodayata-pratisamyuktaScavit rkovedil -
vyah/para-paribhava-parajaya-duhkhenadubIIhitanamsattvanampara-
Paribhava-parajaya-duhkhamprativinodayati/ adhVa-pariSraptanam
SthanasanaZdanenamga-pradidanenaSrama-klama-duhkhamprativrinod-
ayati/
Cf.羽田野1993:44-46;藤III:1989:38.
(2〃）
デイーパンカラシユリージユニヤーナの『菩提道灯論細疏」和訳（4） （望月） 20
になるだろう、 と知るべきである。 「律儀が縛る者たち」とは、聖アサンガの
方法にある菩薩の律儀と規範師シャーンティデーヴァの在り方にある菩薩の律
儀である。このような二つの大きな車の道に住してから、励み、努力をすれば
福徳と知恵の集まりの両方が完全にされる。すなわち、 「完全な菩提になるで
あろう」と師たちはお説きになられている。師［ボーデイバドラ］が、
そのような戒の三つの学ぶべきことは、正しく保ち、従うことにより、
自他のためや、有益で喜ばしいものになるので、善である。菩薩の無量な
る学ぶべきことが集められているので、無逓である。一切の衆生に対し有
益で喜ばしいものを明らかに成立させるので、役立つものである。無上な
る完全な菩提の結果を受けるので、大きな結果と知られる。
能57
と「律儀二十細疏」にお説きになられている。
そのように聖なる師から学ぶべきことをそのようによく得て、法に従って守
る菩薩の資糧道である解脱と同分の善根が起こされると認めるその方は、前世
のよい薫習が存在する｡すなわち､尊者マイトレーヤが｢中辺分別識に、
器になること、すなわち異熟すると言われるものと、その勢いによる力
と、望むことと、増大することと、清浄とであり、結果は順亨通りである。
とお説きになられており、
菩薩たちは以前の生において善を修習することを学んだので、この時に
その器となったことが、異熟の結果である。彼らがここにおいてなした力
注57BSVP,P.Ku215al-4,D・Hil86a6 bl:
Semslasbyungbathamscadkyisyongssu'dzinpada /nantan
dagbstanpayinno//deltar'dinibyangchubsemsdpa'rnamskyi
ngobonyidkyitshulkhrimste/yangdagparblangspadang/rjessu
slobpasbdagdanggzhangyidondang/phanpadangbdebar'gyur
ba'iphyirdgeba'o//byangchubsemsdpa'ibslabpadpagtumedpa
yongssubsduspa'iphyirdpagtumedpa'o//semscanthamscadla
phanpadangbdebarmngonpargnaspa'iphyirsemscanthamscad
laphan'dogspa'o//blanamedpayangdagparrdzogspa'ibyang
chubkyi'brasbulenparbyedpa'iphyir/'brasbucheb(z(D.om)
dangphanyo chebarrigparbya'o//
注58MVK,1V.16c-17d:
bhajanatvamvipakakhyambalantasyadhipatyatah//
rucirvrddhirviSuddhiScaphalametadyatha-kramam//
Cf.長尾1976:314-345.
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を持つ者となったことが、増上果である。彼自身のために国土を望むこと
が、等流果である。ここで学ぶ者たちが明らかに増えることが、士用果で
ある。その障害となる垢を離れるのが、遠離果である。ここで増上果に属
さない四つが同類の果として数えられるが、この同じものに関して完全で
はない。
性的
と師である大賢者シャーンテイパがお説きになられている。規範師で大賢者の
盤鋤
ヴァスバンドゥも［｢倶舎論』に]、
菩薩が菩提に心を起こした時以降、
善趣で、高い種姓に生まれ、感覚器官が完全で、男で、宿生を憶え
ており、不退転の者である。
菩薩は衆生に対し役立ち、苦しみを生じさせない。世間において金銭に
よって買われていない奴隷が、その菩薩であるので、その大士には特別に
優れたものがあっても、彼は慢心や自慢することなく、悲心により他者の
ためとなるので、自分自身が一切の衆生の前で犬のように、奴隷のように、
施陀羅のように、慢心を破ってから住する。すなわち他者により非難さ
れ、損なわれても、耐え、疲れや辛苦をすべて受けている。
とお説きになられている。そのような人が大乗の者であると知られる。
さらにまた、何れの世においても菩提心を損なうことのない徴は、経典に次
のように、
彼は三悪趣を捨てており、辺境の地を捨てており、聖なる人がいる地方
注59引用箇所は未確認である。Cf.Sherburne2000:187,n.34.
注60AKBh,265.14-24:
sahitasmatkalatprabhrtinityambhavali/
gngaliIRUlajo'vyakSahPUman~jatismgro._'nivrt//108//
，…55itVahitartham-sarVaZduhka-prakaraihsa vasattva-Vipratjpatti-
bhiSaSk-heditatvatr/yattallokaucya eapa9akritodasaiti/bQdhisa-
ttvastetehimahatmanahsarva-sampatprakar5a-viSeSa-praptaapisanton
iSkakarapa-karunapara-tantryatsarv sattve5ucapd la-kumaI:a-hasa-
drSamatmana叩nirmana-tathavyavaslhapyasattvebhyahsarvakadarth-
ailamsojhardb avantisarva=SramayantraPanamcodvojharai/yac
caitallak5aPa-vipakamkarmetyuktam/
CI.舟橋1987:474-475.
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に生まれ、高い種姓に生まれ、容姿が麗しく、知恵が大きく、病気がなく、
大悲をそなえている。
と説かれている。
椎61
さらにまた、彼は八難を捨てて、十の好ましい功徳をそなえている。
さらにまた特徴は、彼が本質から六波羅蜜をそなえていることである。すな
わち、経典に「彼は説かれていない布施をそなえている、というものから、彼
は説かれていない知恵をそなえている、 というまでをそなえている」と説かれ
ている。
注62
さらにまたチャンドラキールテイが［『入中論』に]、
異生の時に空性を聞き、内なる歓喜が何度も生じ、歓喜から生じた涙で
目は満ち、身体の毛は逆立って生じるであろう。
どのような者にも菩提の種子がある。勝義諦を彼に示すべきである。そ
れを理解する功徳は、それから生じる。
注圏
などとお説きになられている。規範師ヴァスバンドゥも ［｢倶舎論』に］解説
している。すなわち、
順解脱分とは、誰であれ無我の教説と、輪廻の過失と、浬藥の功徳の教
注61この二項に関しては、NagarjunaのS面〃αSQF7MLCCayaに説かれている。同論
に対しては、BPPの著者も注釈を著している。Cf.望月1991:68.
注62MA,V1.4-5(Poussinl977:78.2-10):
sososkyebo'idusna'angstongpanyidthosnas//
nangdUrabtudga'ayangdangyangdu'b u //
rabtUdga'balasbyungmchimasmigbrlan~zhihg//
luskyibaspuldangbargyurpagangyinpa//
delardzogspa'isangsrgyasbloyisabonyod//
denyidnyebarbstanpa'isnodnideyinte//
deladampa'idongyibdenpabstanparbya//
deladeyirjessu'groba'iyontan'byung//
L.delaValleePoussin,Madhyamakavatara,Introductionautrai edu
mlielldg!'3caryaCandrakirti,LeMoustonXI,pp､275-273;小川一乗『空
性思想の研究」 （文栄堂, 1976年),pp.27-29.
注63AKBh,p.274.19-21:
mok5abhagiyamyasminnutpanneniyatamparinirvaPa-dharmabhavati/
yasyasamsaradi-nivanairatmya-nirvaPa-guPadvotikamkathamSrutv且
romahar5a-Srupataubhavatasyastimok5abhagiyamkuSala-mUlamity
avqSCyampravrSIvankura-prarohatsvalavilefubijaatitvam/
Cf.舟橋1987:528.
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説を述べられたのを聞けば、涙を流し、身体の毛が逆立ちつその人に、順
解脱分の善根があると知られるべきである。すなわち、雨期に芽が生じる
業から、穀倉にその種子があると知るようなものである。
注御
と説かれている。それ故に『聖入拐伽経』に、
煙から火を知り、水鳥から水を知るように、知恵をそなえた菩薩の種姓
は、特徴から知られる。
と説かれている。
そのように、律義を守る菩薩のうちその初学者は、一切時において身体や住
所や楽しみのすべてと、輪廻と浬桑の一切の法を夢のように知るべきである。
夢のような三宝に対して夢のような奉仕をなすべきであり、夢のような輪廻に
疲れさせられ、夢のような衆生に対して夢のような心により悲心をなし、夢の
ような衆生を楽しませるべきである。一切の衆生は主を想うべきであり、不生
を想うべきであり、菩提心を想うべきであり、死を想うべきであり、戒を想う
べきであり、一切の事物に執着しないことを想うべきであり、記憶や正智や不
放逸や在り方の通りの心を想うべきである。
さらにまた、その初学者は一切時において、方法をよく知っているべきであ
る。次のように自分の罪を他者の罪となして告白し、他者の罪を自らの罪にし
て告白し、自らの善根を他者の善根にし、他者の善根を自らのものとし、自ら
の楽を他者の楽とし、他者の苦しみを自らのものとし、自らの苦しみにより他
者の苦しみを取り除き、他者が楽しんでいることを見たり聞いたら、それを喜
び、他者が苦しんでいることを聞いたり見たら、母に対して「自分はいつになっ
たらこれらの苦しみから救われるだろうか」という想いを望み、世間の法を思
うことは捨てられ、他者が得たものや、尊敬や、名声を嫉妬せず、 「私はこの
ように種姓や、物質や、随行者や、器物や、五つの学問体系や、得たものや、
注64同経に引用の確認はできていない。Eimerl978:181によると．釦b妃s"αsamg-●
rα九αにGaPdquyZhqs屈〃αからの引用として説かれている｡C・Bendall,SubhaSita-
samgraha,LeMusto"N.S.N,1903,p.387:
dhnmenajriayatevahnihsalilamtubalakaya/
nimittirjnayategotrambodhisattvasyadhimatah//●
（卯6）
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尊敬や、名声をそなえている」という自慢や慢心がなく、他の低い者たちを軽
蔑せず、自らのその善根を他者と共通にしてから大菩提に向け、他者のその善
根も自らと共通にしてから大菩提に向け、自らの罪も他者の罪と共通にしてか
ら骸悔し、他者の罪も自らのものと共通にしてからそれぞれ熾悔する。
さらにまた、彼の一切の行は退くことがないものである。すなわち『聖宝雲
注“
経」に、
彼は食べ、彼は飲み、彼は行き、彼は眠り、彼は右側を横にし、
などと説かれており、その経典自身を見るべきである。
さらにまた、彼の誓いは退くことがないものである。すなわち昔の王である
ｱｰｶｰｼｬは[『文殊師利仏土功徳荘厳徴において]次のように、
その長い以前においても、自身に執着の心が生じたならば、十方におら
れる一切の仏を欺くことになるだろう。
悪心と害心と嫉妬と貧欲とを、その長き以前よりなすべきではない。
梵行における四つの場所と、罪や欲望を完全に捨て、戒律と高貴なもの
を仏に従って学ぶべきである。
注65Ramanz"ﾉtas屈"α.Tib.No.897,Dzu92a3-4;Chin.T.No.658,p."167:
Cf.Sik,p.137.6:
teSayyamkalpayantodak5iPenaparSvenaSayyamkalpayanti/...
注66Mumﾉ雄ribudt"1α締e"αgu"QUyZhqsEかα.Tib.P.No.760(15),Wi317b3-5
(Chin.T.No.310(15),p.346a4-9;No.319,p.913al4-1 ):
deringphanchadgaltey n //
bdaggis'dodchagssemsbskyedna//
phyogsbcudagnagangbzhugspa'il/
sangsrgyasthamscadbslusbar'gyur//
byangchubnamzhigthobpardu//
thaba'isemsdanggnodsemsdang//
phragdogdangnisersnayang//
deringphanchadmibya'o//
tshangspa'ispyodpabdaggisspyad//
sdigpa'i'dodpayongssugtang//
tshulkhrimssdomdangngespala//
sangsrgyasrjessubslabparbya//
Cf・前注31:BPP109-116.
(”5）
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雄67
とお説きになられており、 「聖発勝志楽経jに、
世尊よ、私たちは今後如来の目の前において、誓願を次のようにたてる
べきである。世尊よ、 もし私が「今後菩薩乗の人の過犯がないこともある」
と話すならば、私は如来で阿羅漢である完全なる仏を欺くことになるだろ
うか。
などとお説きになられており、経典自身を見るべきである。
さらにまた、彼の回向は退くことがないものである。すなわち『金光明経』
注聞
の回向と、菩薩ヴァジュラドヴァジャの十大回向と、さらに聖ナーガールジュ
ナの二十の福徳の集ま縄、 ｢入[菩薩]行論』の｢回向の章｣などである。
さらにまた、彼の願は退くことがないものである。すなわち「聖普賢行讃」
注70 注71
や、 「聖十地経』の十大願や、 「仏説薬師如来本願経』の十二大願や、規範師ア
シユヴァゴーシャが著した｢七十誓盧iなどである。
注67AdhJ'誌αJ'asα厄codα凡asz〃α.Chin.T.No.310(25),p､520a27-b4.
Sik,p.98.1-3:
evamvayambhagavannadyagrenatathagatasyapuratah/evamsamad-
anamkurmah/sacedvayambhagavannadyagrePabodhisatvayanikam
pu-dgalamgrhiPamvapravr jitamvapattyacodayi5yamobhntena
vabhntena.vavisamvadito'sm bhistathagato'r n-samyaksambuddho
bhavet/
注68Tib.:Byangchubsemsdpa'irdorjergyalmtshan.いかなるテキストを
指すのかは、確認できていない。
注69Tib.:Klusgrubkyibsodnamskyitshogsnyishupa.
注70D酸abhZmj虎as面〃α.J.Rahder,DαもαbんEm雌asE"q"Bod月jsa"Uab"mi,
Parisl926,p､14.9-16.28.Cf.荒牧典俊「大乗仏典8十地経」（中央公論社, 1974),
pp.43-49.
注71BﾉEα鯰qjyag'"･uUqjdzrqyaprcbhasyqparIJap『α"jd極凡αUjSesaUjstarqs"r･a.
Skt.P.L.Vaidya,Mα妬SE〃αSamgFa血αPartI,Darbhangal961,pp.165-
197,Tib.P.No.136,Chin.T.No.450.Cf.F.M・HassnainandT.D.Sumi,
BIZ"sqjy(z-g'"･u-su〃α,NewDelhil995;松村恒「薬師経の諸伝本（一）」（ 「仏
教学』 13,1982),同「同（二)」（『四天王寺国際仏教大学文学部紀要』 15,1982),同
「RecensionsofiheBha臆qjyag'"･u-s画〃α(3)｣(『同』 16,1983).同経に説かれ
る十二大願については、新井慧誉「チベット訳「薬師経（一仏経)」校訂」 （『二松学
舎大学論集』 1977年),pp.138-142,同「薬師経」（『仏教文化j4-1,1972年)p.86を
参照。
注72チベット大蔵経の「中観部」には、彼に帰されるテキストと並んで、円．α"”極几‐
αSapZα"g邸妃(P.No.5430)というテキストが見られる。おそらくこのテキスト
のことを指しているのであろうが、そこでは著者はgZhanlaphanpa'idbyangS
dGonpapa(ParahitaghoSaAraPyaka)とあり、rTadb ngs(ASvaghoSa)
ではない。中観部に収められているASvaghoSaに帰されるテキストとDIpamkara-
Srijnanaとの問題については、望月1996を参照。
（204）
デイーバンカラシユリージユニヤーナの「菩提道灯論細疏j和訳（4）（望月） 26
さらにまた、師の口から生じたすべての経典の意味がまとめられたものを、
概73
父母のようで、息子や娘のような五十の法も一瞬一瞬憶えるべきである。
さらにまた、その菩薩は、一時、常にすべての経典を読むべきである。それ
は何故かと言えば、初学者は対治の一部や条件を見ているので、経典を見るこ
とに励むべきである。さらにまた、経典のすべての意味をまとめたものなので、
｢経集｣や､｢集学識や､｢入菩薩行論｣や､｢戒品｣や､『律儀二十論』も時々
見て、聞いて、書くべきである。さらにまた、大乗の経典の意味と、昔の偉大
な規範師たちと、現在の師で偉大な賢者たちの導いたものであるから、この論
書自身も見て、聞いて、書くべきである。
さらにまた、 日中三度、夜三度、三つの束を繰り返すべきである。すなわち
i打5
｢聖郁伽長者所問経』に、
彼は日中三度、夜三度、入浴すべきである。すなわち、 きれいな服を
着てから三つの束を繰り返すべきである。
注76
とお説きになられており、 「聖一切法無生説示経』にも、
日中と同じように夜に三度菩薩たちに頭により帰依をする。
注河
とお説きになられており、 「聖宝雲経』にも、
そのように仏と菩薩のすべてに、 日中三度、夜に三度供養をする。
注73Cf.釦〃a〃hasamuccayoPadeSa,Tib.D.No.3957,P・No.5354,5395,望
月1997．同論によると、父母のようなものとは「空性と悲」であるが、息子と娘のよ
うなものに関しては言及されていない。同論の和訳に関しては、学会発表の際に配付
した資料を参照。
注74BMDP,P,Nは．"bslabkunlasbtuspadang/"を欠く。
注75Sik,p.290.1-3:
hitriratretrirdivasasyacaSuceiSucivastra-pravl･tasyacatriskandhaka-
pravartanamuktam//
Cf.桜部1974:269-270.
注76釦FUqdhar･mapr･QUI･Z此加かde§as画かα.Tib.P.No.847,Chin.T.No.650-652
Sik,p.99.4-5:
tr5k!･tvaratrimdivasamtathaiva/sabodhisatvanpraPametamUrdhna/
注77R""amegﾉﾛas面〃α.Tib.P・No.897,Dzu29a5-6;Chin.No.658,p.217al7L18,
No.659,p.250bl8-19.
Sik,p.290.10-11:
tanitri5krtvaratrautriSkrtvadivasebuddha-bodhisatvebhyoniryatayati//
（203）
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注78
とお説きになられており、 「聖優波離所問経』にも、
彼は日夜熾悔をする。
とお説きになられており、聖アサンガも、
菩薩はすぐに明らかに完全に悟ると認められるので、 日中三度、夜三
度、帰依し、供養し、罪を繊悔し、随喜し、勧請し、お願いし、回向する
椎79
こともなされる。
とお説きになられている。
それらの功徳も、 ｢聖観音経｣や､『法釈百割や､規範師ｼﾕｰﾗの｢善説注“
注H2 注郷
宝筐割を見るべきである。そしてまた、 「聖普賢行讃』の教義によってもな
される。また『三慈経」自身も繰り返すべきである。
また菩薩で賢者である知恵をそなえ、聞くことにより飾られたその人は、こ
の「普賢行」自身において住した後、師の口から生じる教誠の儀軌を広げるべ
きである。それ故、規範師シャーンテイデーヴァが、
日夜三度、三つの束を繰り返すべきである。勝者と菩提心とによるので、
過犯の残りはそれにより消滅する。
と『入[菩薩]行謝にお説きになられている｡そのような儀軌に従って､三
[宝］に帰依をし、過犯の罪をそれぞれ熾悔し、二種の菩提心を起こしてから、
｢私は大乗経典から説かれた菩薩の学ぶべきことの残りのすべてを学ぶべきで
注78Pythonl973:32.8.Sik,p.169.4-5:
rati･imdivamekakinagurvyodeSayit-avyah/
注79引用箇所の確認はできていない。
注80DipamkaraSrljnanaとdGeba'iblogrosとによりチベット語に翻訳された
AuQJoだ"eもりαr･a-p(zI･jp!･cchasapjqdﾉzarma々as画〃a(Tib・P.No.817)のことで
あろうか。
注81Tib.:Chosbshadpabrgyadpa.
注82Tib.P.No.5424,&LbhaS"α『“几αhα『αndaha虎atﾉza.Cf.H.Zimmerman,
DieaJbﾉzas此α-Fα“α-たαrα"dakα-たα"Za,Wiesbadenl975.
注83BcP7-i2.望月1998!14M
注84BCAV.98:
ratrimdivamtriskandhamtri5kalamcapravartayet/
Se5apattisamastenabodhicitta-jinaSrayat//
金倉1965：69．本偶は同じ著者のKJVにも引用されている。Cf，望月1999b。
(2〃）
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注鰯
ある」と望むべきである。詳しい儀軌は、師にたずねるべきである。それ故に
そのような昼夜に意味なく住することのないそのヨーガは、三つの完全なもの
をそなえている｡すなわち師[ボｰヂｲパドﾗが『菩薩律儀二十細鋪に]、
三つの完全なものによる楽しみを感じるであろう。次のように、結合と、
想と、以前の原因が完全なものである。そのうち結合が完全なことは、身・
口・意の過失を相続せず、罪を破壊することでる。想の完全なことは、次
のように自分が法の想によるが、誤った生活などの法でないものによるこ
とはない。私も、大菩提のために励むが、世間の楽しみのために励まない
ことである。そして以前の原因が完全なことは、彼が昔の時に福徳をなし、
善をなしたことにより、現在、衣服や、食物や、器物に貧することがなく、
他者に分ける性質をそなえていることである。
とお説きになられている。次のように、
注85BMDP,P,Nは、この句を欠く。
注86BSVP,P.Ku250a7-b6,D.Hi217a4-b2:
Jeltarnaranggi'dulba'ibslabpala'jugpa'ibyangchubsemsdpa'
'diniphunsumtshogsparnampagsumgyisbdebq~(P:bdeJzpa)~la
rigpargnaspar'gyurte/sbyOrbaphunsumtshogspadang/bsam
pa.phUnSUmtshogspadang/sngongyirgyuphunsumtshogspal
o"｡elasbyorbaphUnsumtshogspanigahgbyangchubsemgdPa'i
!shujkhrimsdaglbrqJ(P:'dr･ )barmibyedcing~/lIlsdangngag.yid
kyikunduspyodpayongssudagpadang/nyespargyunZIZ(P:dU)
mibyedpadang/sdigpa'chagspa'o//bsampaphnnsumtshogs
panigangyang'dinichoskyibsampasrabtubyangbayingyi'tsITo
ba'ibsamp<xs(P:pq)mayin/byangchubchenPo'r(Drpo)~aondu
gllyerbayingyidontumi(D:mq)gnyerbamayin/dgesbyonggi
tshulJangmyanganlaS'daspadondugnyerbayingyidOntlImi
gnyerbamayinpadang/dedeltardontugnyerbasl6~losgnaspa
mayip/brtsOn'grusmizhenpadang/kunnashyonmongspadang/
ygngjbyungbadangrimsnaddangbcaspadang/rnam~parsmin~pa
SOugbsngalbadang/phyimalaskyebadang/rgashir'gyurba7is
djgpamidgeba'ichOSrnamsdangma'dresP 'o'/s orTgyirgyu
phUnsUmtshogspani'diltarbyangchubsemsdpa'sngongyiIShe
rabsgzhandagtubsodnamsbyasshingdgebabyaste'desdaltar
bdagnyidgosdangzasdangmalchadangstandangnaba'igsos
smandangyobyadrnamskyis'pbongs(D:p/zon9s)parmi'gyur~la/
gzhandaglayangbgObsha'byednuspaste/phunsumtghogspa
gsumpo'did9gdangldanpa，ibyangchubsemsdpa'nibdebalareg
pargnaspar'gyurro//
(2〃）
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初学者の弟子で知恵の少ない彼は、最初から道に入るべきではない。ま
ず最初に菩薩の学ぶべきことを広く述べた経典と論書のすべてが解説され
て、その在り方をよく知ってから、本来は人は道に入る儀軌をなすべきで
ある。
と師たちがお説きになられている。ここに言う。
三宝を尊敬する対象に執着すること力轄てられ、死を記憶し、戒を最高
にし、師を尊敬することをそなえ、輻すことがなく、罪なる友は捨てられ、
夜間の加行をそなえている。
六つの夜警に十八部を分ける。朝の夜警に三つがあり、第一の部分や、
真ん中の部分に過失が生じたら、その後の部分において菩提心は変えられ、
菩薩は損なわれるだろう。
後の五つもそれにより繰り返される。部分部分をよく治すのが、最高の
人である。中位の人は二つ目においてである。最後の部分を治すのは、最
後の人である。
最高に優れた人は、第一の刹那において治す。最高の中位の人は、第二
の刹那において治す。最高の最後の人は、最後の刹那において治す。
そのようになるので、最高と中位の人が原因となって、後のすべてもそ
れにより、繰り返されるべきである。
ある師で偉大な賢者が次のようにお説きになられた。
罪が生じたのに続いて治すのは、最高の人であり、二刹那などその後に
治すのが中位の人である。最後の人は、六時の終わりに治す。
とお説きになられている。残りの戒の学ぶべきことはすでに示した。
(200）
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